
令和２年度　現地検討会実施状況 (治山技術の向上)
1 国有林 50

自治体 2

森林所有者 0

事業体 0

研究機関 0

その他 0

合計 52 52

検討会名 開催月日 主催・共催 開催地 目的 内容 写真

国有林 50 名

自治体 2 名

森林所有者 名

事業体 名

研究機関 名

その他 名

合計 52 名

出席者

令和2年度治山勉強会
10月19日

～21日
北海道森林管理局治山課

北海道森林管理局大会議室

恵庭市（国有林）

千歳市（国有林）

災害が激甚化傾向にある中に

あって、関係者間の迅速かつ適

切な情報共有や意思疎通が一層

重要となっていることから、昨

年度に林野庁で開発した山地災

害調査アプリの現場導入を目的

とした操作技術等を習得するこ

と

19日は災害発生状況等を参加者で共有し、その

後、山地災害調査アプリの操作技術を学んだ。

20日は６班に分かれ、実際に過去災害が発生した

３箇所の現地において当アプリを使用し、被害状

況調査を実施した。

21日は前日のまとめを行った。

参加者からは、「これまで被災現場から署に戻っ

てから整理していたものが、今後は当アプリを活

用することで迅速な情報伝達ができる」等の意見

があった。

今後は、実際に災害が発生した際にそれぞれが実

践していくことになる。

山地災害調査アプリの

操作技術を習得


